
ほ場整備が進む周桑平野の農地

四季折々の景色を見せる石鎚山

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
本
市
の
農
業
就
業
人

口
は
、
平
成
12
年
調
査
で
は
７
千

309
人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
占

め
る
割
合
は
約
56
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
平
成
22
年
調
査
で
は
、

農
業
就
業
人
口
は
４
千
907
人
で
12

年
調
査
と
比
べ
２
千
402
人
減
少
し
、

そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
占
め
る
割

合
は
約
66
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
約
10

パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
は
、
青

年
就
農
給
付
金
制
度
な
ど
の
施
策

に
よ
り
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農

業
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

集
落
営
農
団
体
の
増
加
や
農
業
法

人
の
設
立
な
ど
、
担
い
手
の
確
保

に
お
い
て
改
善
の
兆
し
も
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
新

規
就
農
者
に
対
し
て
技
術
の
伝
承

や
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
な
ど
、
継
続
的
な
支
援
対
策
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

育
成
す
る
た
め
、
県
立
農
業
大
学

校
が
開
設
す
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

講
座
、
愛
媛
農
林
漁
業
振
興
機
構

が
助
成
す
る
農
林
漁
業
体
験
ス
テ

イ
事
業
や
営
農
イ
ン
タ
ー
ン
推
進

事
業
な
ど
の
研
修
制
度
の
ほ
か
、

青
年
就
農
給
付
金
制
度
を
利
用
し

て
、
愛
媛
県
が
認
め
た
研
修
機
関

第
２
期
西
条
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
は
、
今

後
10
年
間
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
と
施
策
の
大
綱
を
明

確
に
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、

市
長
の
思
い
と
基
本
認
識
に
つ
い

て
問
う
。社

会
経
済
情
勢
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
合
併
10
年

を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
本
市
を

取
り
巻
く
今
日
的
、
将
来
的
な
課

題
に
取
り
組
む
べ
く
新
た
な
総
合

計
画
を
１
年
前
倒
し
し
て
策
定
す

る
こ
と
と
し
、
第
１
期
総
合
計
画

を
総
括
し
た
上
で
継
続
・
強
化
す

べ
き
事
項
、
新
た
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
な
ど
を
見
極
め
、
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
策
定
し
た
。
ま
た
、
人
も
企
業

も
西
条
に
住
み
た
い
、
創
業
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
住
み
良

い
ま
ち
西
条
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
大
綱
を
定
め
た
。

本
市
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
た
め
、
市
民
に
愛
着
の

あ
る
石
鎚
山
の
風
景
を
主
題
と
し

た
西
条
八
景
を
制
定
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
歴
史
、
文
化
な
ど
を

題
材
と
し
た
ご
当
地
検
定
を
実
施

し
、
本
市
の
認
知
度
向
上
や
地
域

資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
市
に
は
良
好
な
自
然
景

観
や
優
れ
た
歴
史
景
観
な

ど
の
地
域
資
源
が
数
多
く
存
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
景
観
を
守
り
、

次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
本
市
を
訪
れ

る
人
や
住
み
続
け
た
い
と
願
う
人

の
増
加
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
西
条
八
景
の
制
定
や

ご
当
地
検
定
と
い
う
形
で
市
民
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
世

代
へ
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
検
討
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
本
市
の

魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
情
報
発
信

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
震
に
よ
る
液
状
化
現
象

は
、
上
水
道
管
の
破
損
や

下
水
道
管
の
閉
塞
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
災
害
発
生
直
後
の
消
防
・

医
療
活
動
、
更
に
は
、
市
民
活
動

や
産
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
が
、
本
市
で
は
、
上
下
水
道

管
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
液
状

化
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

や
先
進
農
業
法
人
な
ど
で
給
付
を

受
け
な
が
ら
、
２
年
間
の
研
修
を

行
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
県
と
市
で
は
、
次
代
の

１
次
産
業
を
担
う
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
就
農
研
修
資
金
を
借
り

入
れ
た
際
の
償
還
金
へ
の
助
成
も

実
施
し
、
若
い
担
い
手
の
経
済
負

担
の
緩
和
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
県
や
市
、
農
業
委

員
会
及
び
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、

総
合
的
な
営
農
支
援
を
実
施
す
る

ほ
か
、
地
域
の
営
農
集
団
が
新
規

就
農
者
に
技
術
指
導
を
行
う
な
ど
、

農
業
関
係
者
が
連
携
し
て
農
業
後

継
者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
、
育

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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答

基
本
構
想
に
対
す
る

　
　

市
長
の
基
本
認
識
は
？

答
議 

案 

質 

疑

一 

般 

質 

問

西
条
再
発
見
！

  

西
条
八
景
と
ご
当
地
検
定

ど
う
取
り
組
む
？

上
下
水
道
管
の
液
状
化
対
策

答

リ
ベ
ラ
ル
西
条

第
２
期
西
条
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て


